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発表要旨： 

当社の主力製品は、CG／VR、FEM、DESIGN(BIM・CIM・CAD)、WEB などで、例えば、土木の設計

分野ではユーザにわかりやすい品質指標がなく、重い瑕疵担保責任が生じるリスクがある。 

社内では、ISO9001 や品質確保の体制強化などを進めていたが、品質向上プロセスに対するア

プローチのみでプロダクトに対する品質向上施策の不足を懸念していた中で、これを第三者プ

ロダクト認証が可能な PSQ 認証で補うことを考えた。この認証は、評価基準が

ISO/IEC25051:2014 で、ソフトウェア品質特性を採用し、カタログ／マニュアル類を対象とし

たユーザ視点の品質評価が行われる点に着目し有効と判断した。 

既に社内では、独立したテスト専業部署によるソフトウェアチェックの体制強化を行い、これ

に加え、最終テスト工程で第三者認証によるカタログ／マニュアル類の品質特性を踏まえた評

価を行うことにより客観的な信頼性確保も可能になったと考えられる。 

PSQ 認証導入の有効性、必要性は、(1)購入予定者や利用者に提供する製品情報が正しくソフト

ウェアに実装されていることを保証すること、(2)実装されている機能が、テスト並びに検証作

業により十分な品質を有することを保証することである。実現には、自社内で運用できる仕組

みが構築され、品質確保を継続してゆくことが重要であると考えられる。 

本発表では、品質認証 PSQ の適応並びに活用によるソフト品質確保について精査し、PSQ 認証

制度によるソフト品質確保に関する効果、有効性について紹介する。 
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 はじめに
 背景、取組み

 PSQ認証制度とは
 PSQ認証制度の全体像、目的
 PSQ-Lite、Standardについて
 PSQ-Standard認証取得を通じて獲得したもの
 当社におけるPSQの有効性、必要性とは

 実施概要
 品質特性に基づくテストへの取組みについて
 PSQ-Lite認証実施方法
 PSQ認証テストを通じて確認できること

 実施効果
 PSQ認証取得がもたらす効果
 PSQ認証取得を通じて得られた新たな課題

 今後の展開
 展開
 PSQ認証制度への期待
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はじめに：背景

 当社製品

 主力製品は、CG／VR、FEM、DESIGN(BIM・CIM・CAD)、WEBなどである。

 建設業界の特性・課題

 建設の設計分野ではユーザにわかりやすい品質指標がない。

 設計という業務の性質上、重い瑕疵担保責任が生じるリスクがある。
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はじめに：背景

 当社製品の特徴

当社製品の殆どが自社開発の既製ソフトである。

製品化要件を自社内で想定して、自社内で仕様を決定し、不特定多数のユーザ
を対象としたソフトウェアをリリース（※一般的な受託開発とは異なる）

 当社の品質に対する取組

プロセス（作業工程）品質向上の取組

・品質マネジメントシステム ISO9001 活動

・半期に1度の全開発体制のレビュー実施

 テスト専業部署によるソフトウェアチェックの体制強化

人材育成

・教育訓練(製品説明会、部署内勉強会、外部研修、etc)

・iCD（iコンピテンシディクショナリ）を採用した人材育成
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はじめに：背景

 プロダクト品質（PSQ認証）への取組

目的：プロダクト観点の品質向上施策の強化

着目点：PSQ認証は、評価基準がISO/IEC25051:2014で、ソフトウェア品質特性

を採用し、カタログ／マニュアル類を対象としたユーザ視点の品質
評価

得られるもの：第三者認証によるカタログ／マニュアル類の品質特
性を踏まえた評価を行うことにより客観的な信頼性確保
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PSQ認証制度とは：

 PSQ認証制度の全体像

PSQ認証制度は、ISO/IEC 25051:2014を評価基準として構築した品質認証制度

PSQ認証制度の全体像
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PSQ認証制度とは：評価対象となる文書

 製品説明

 利用者用文書類

 試験文書類
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 PSQ認証制度の目的

PSQ認証制度とは、「まじめに、品質の良いソフトウェア製品を提供する
企業を応援する制度」である。

PSQ認証制度とは

 認証制度のラインナップ

PSQ-Lite＜簡易認証＞

PSQ-Standard＜評価機関によるドキュメントでの第三者認証＞

PSQ-Premium＜独立評価機関による実機検証での第三者認証＞

 PSQ-Lite、Standardの共通目的

 製品説明（カタログなど）と利用者用文書類（マニュアルなど）とソフトウェア
の機能が一致していることを確認
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 PSQ-Liteは認証機関による評価

品質の枠組み

国産既製ソフトウェア製品の品質を証明するために制定した認証制度。国際規格で
あるISO/IEC25051：2014の理念に則り、パッケージソフトやクラウドアプリケーション
等のプロダクト/サービスに対する簡易認証を行うことで品質を示すことのできる取
組。PSQ-Liteは申請者自身による簡易認証になる。適合ソフトウェアの品質を保証
するものではない。

認証方法 簡易認証（認証機関による第三者チェック）
有効期間 有効期間：5年間（製品メジャーVerUP、製品名変更時は更新）
費用 認証費用：5万円（税別）

品質の観点
ISO/IEC25051:2014に則り、製品説明に記載し、利用者用文書類で説明された機能
が実装されていることを確認します。機能が実装されている点については、実装時
の試験文書類がエビデンスとして確認できることで担保。

申請書類
・PSQ-Lite認証申請書
・PSQ-Lite機能一覧対応表

PSQ認証制度とは：Lite、Standardについて
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 PSQ- Standardは独立評価機関による評価

品質の枠組み

「製品説明（カタログなど）と利用者用文書類（マニュアルなど）とソフトウェアの機能が
一致していることを確認できること」が要件。品質ライフサイクルの観点では企画から廃
棄までの範囲で品質を考えることもあるが、 PSQ認証制度では組織能力や管理プロセ
スは評価対象ではない。また、製品機能の品質については、「試験文書類」を適正に作
成し、試験を実施しているかで評価。

認証方法 評価機関によるドキュメントでの第三者認証

目的

・ソフトウェア製品およびクラウド提供製品に関する利用者や市場への品質説明力強化
・国際市場における日本製品の品質に関する正当な評価の確立
・利用者の潜在的なリスク軽減
・ソフトウェア製品の本質的な品質向上

品質の観点

PSQ-Standardは、一般社団法人コンピュータソフトウェア協会（以下「SAJ」）が、国産
既製ソフトウェア製品の品質の高さを世界で通用することを証明するために制定した認
証制度で、国際規格であるISO / IEC 25051:2014に準拠しており、独立行政法人情報
処理推進機構(IPA)の「ソフトウェア品質説明のための制度ガイドライン」に沿った品質
認証制度。

申請書類

・認証申請書
・psqm-02-A_form4.0_機能
・psqm-02-A_form5.0_評価項目明細
・psqm-02-A_form21.1_概要情報チェックシート
・psqm-02-A_form21.2_試験結果一覧表
・psqm-02-A_form21.3_利用時の品質に関するヒアリングシート
・psqm-02-A_form21.1_概要情報チェックシート

PSQ認証制度とは：Lite、Standardについて
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 PSQ認証取得で獲得したもの

当社では、PSQ-Standardの認証を取得したことで、品質特性への理解／品
質プロセスや試験工程が確立できた。

認証番号 製品名 バージョン 認証年月日

PSQ-Q2018003 土留め工の設計・3DCAD Ver.15 15.0.2 平成30年9月21日

PSQ-Q2013004-1 置換基礎の設計計算（H29 道示対応）Ver.3 3.0.1 平成30年9月21日

PSQ-Q2016007 UC-win/Road Ver.12 12.0.0 平成29年6月28日

PSQ-Q2013003-1 土留め工の性能設計計算（弾塑性解析II+）Ver.2 2.0.0 平成26年7月30日

PSQ認証制度とは：認証取得で獲得したもの

 当社におけるPSQの有効性、必要性

（１）購入予定者や利用者に提供する製品情報が正しくソフトウェア
に実装されていることを検証し保証すること

（２）実装されている機能が、テスト・検証作業により十分な品質を有
することを検証し保証すること
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実施概要：品質特性に基づくテストへの取組み

 PSQは、ユーザ目線の品質特性に基づく新しい観点の
テスト

 当社のように自社開発による不特定多数のユーザを対象したソフトウェアを主

力製品とする場合、自社で定義した開発計画書(要求分析)、開発仕
様書、開発設計書の妥当性について前述の(1)、(2)で確認するこ
とができるというメリットがある。

 ユーザが必要としている機能について自社で調査し決定していく過程では、

ユーザからの直接的な意見を平準化して反映する機会は少ないが、上記の
(1)、(2)を担保することにより、ユーザの意見を反映した開発と等
価な効果を得られるものと考え取組んでいる。
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実施概要： PSQ-Lite認定実施方法

 認証申請書について

対象製品名称 ○○の設計

バージョン Ver.10.5.0

提供形態 パッケージorクラウド

申請区分 新規or更新

製品概要 製品の概要と製品カテゴリ(特定分野ソフト)

利用者の特定-事業規模 大企業、中堅企業、中小企業等

利用者の特定-業種 建設、製造、精密、サービス、病院、官公庁関連等
利用目的の特定 ○○の設計、△△の安定計算

利用状況の特定-利用形態 スタンドアロン、クライアントサーバ型等

利用状況の特定-利用端末 PC、モバイル端末

制約条件-環境条件 OS、ブラウザ、等

制約条件-入力条件 Windows/8/10

制約条件-取扱データ条件 3Dデータ：3DS,VRML,IFC形式

制約条件-他アプリとの連携 ○○の設計計算

製品導入状況-販売年数、販売数、販売価格 10年、120以上、￥◇◇.-（税抜￥□□.-）
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実施概要： PSQ-Lite認定実施方法

 機能一覧対応表について

機能一覧対応表は次の項目で構成されている。

①製品機能

②製品説明、利用者用文書類、他製品との連携で実現する機能

③実装確認、 試験文書類／エビデンス確認

④ソフトウェア品質特性
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実施概要： PSQ-Lite認定実施方法

 ①製品機能

ソフトの機能（仕様書）から、マニュアルの単位で機能を記載。

 ②製品説明、利用者用文書類、他製品との連携機能

①の機能で製品説明に記載のある機能に○。「重点的に説明」している機能に◎。

①の機能で利用者用文書類に記載のある機能に該当箇所を記載。

他製品との連携で実現する機能の記載がある場合は〇。
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実施概要： PSQ-Lite認定実施方法

 ③実装確認、 試験文書類／エビデンス確認

①の名称に該当する機能が実装されていること確認して○を記入。

①の名称に該当する機能の試験文書が存在することを確認して○を記入。

①の機能に該当する各試験文書の該当する識別子を記載。

 ④ソフトウェア品
質特性

③で実施した試験におい
て、意識、該当するソフト
ウェア品質特性を記入。

記載内容は製品品質及び
利用時の品質の中で該当
する品質特性を記入する。
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実施概要： PSQ-Lite認定実施方法

 主な品質特性
品質特性 主な内容
機能適合性 「機能適合性」に関する記載には以下のものがあります。

・（該当する場合）ソフトウェア品質特性のうち「機能適合性」に該当する事項
・エンドユーザが呼び出すことのできる、製品機能の概要
・安全性、もしくはビジネスリスクに影響を及ぼしうる機能
・利用者に影響を与える制限事項
・ソフトウェア製品の構成要素の選択肢及び版

・ソフトウェア製品や、ソフトウェア製品が作成・管理するデータに対する不正アクセス
を防止する機能

性能効率性 「性能効率性」に関する記述には以下のものがあります。
・（該当する場合）ソフトウェア品質特性のうち「性能効率性」に該当する事項
・「性能効率性」に該当する既知の条件

・必要なシステム容量
互換性 互換性に関する記述には以下のものがあります。

・（該当する場合）ソフトウェア品質特性のうち「互換性」に該当する事項
・特別なソフトウェアまたはハードウェアに依存している場合は、その記述

・利用者が呼び出し可能な他のソフトウェアのインタフェースがある場合は、その記述
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実施概要： PSQ-Lite認定実施方法

 主な品質特性
品質特性 主な内容
使用性 使用性に関する記載には以下のものがあります。

・（該当する場合）ソフトウェア品質特性のうち「使用性」に該当する事項
・ユーザインタフェースの種別使用および運用操作に必要な知識
・ソフトウェアの使用及び運用操作に必要な知識
・利用者が間違った運用操作をしないようにする機能
・著作権の保護に関する記載

・アクセシビリティ
信頼性 信頼性に関する記載には以下のものがあります。

・ （該当する場合）ソフトウェア品質特性のうち「信頼性」に該当する事項
・ エラー発生時の運用・操作の継続性
・ データの退避と復元の手順

セキュリティ セキュリティに関する機能には以下のものがあります。

・（該当する場合）ソフトウェア品質特性のうち「セキュリティ」に該当する事項
保守性 保守性に関する記述には以下のものがあります。

・ （該当する場合）ソフトウェア品質特性のうち「保守性」に該当する事項
・ 運用時・利用時の保守に関する情報
・ 設定の変更やカスタマイズができる場合のツール、手順及びその使用条件

移植性 移植性に関する記述には以下のものがあります。
・（該当する場合）ソフトウェア品質特性のうち「移植性」に該当する事項
・ 製品を動作させるための構成、使用可能な構成（ハードウェア、ソフトウェアなど）
・ インストール手順に関する情報
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実施概要： PSQ認証を通じて確認できること

 認証申請書、機能一覧対応表に見るテストの観点

 本認証は、V字モデルで示されている結合試験、システム/受入テスト以降のテ
ストと位置付けられる。

 利用者目線で実施する新しい観点のテストである。

V字モデルとPSQ認証の関係
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実施概要： PSQ認証を通じて確認できること

 認証申請書、機能一覧対応表に見るテストの観点

機能一覧対応表は、ソフトウェアが有する機能と試験がどのように結びついて
いるかを確認するチェックリスト。

マニュアルのシナリオテストであり、利用者目線で実施したテストについて、SAJ
第三者機関が最終確認し認証。

本試験は、品質特性に基づくテストの取組みとなっている。

・利用者用文書類（ユーザマニュアル）のシナリオテスト

・製品説明（製品カタログ）の適正テスト

・試験文書類（エビデンス）テスト

で構成されている。
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 利用者用文書類（ユーザマニュアル）のシナリオテスト

 製品ヘルプの全てのトピックを製品機能と見なし、機能一覧対応表を作成。

 製品が有する機能を漏れなく抽出することが可能

実施概要： PSQ認証を通じて確認できること

ソフトウェア品質シンポジウム2021
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 製品カタログの適正テスト

実施概要： PSQ認証を通じて確認できること

ソフトウェア品質シンポジウム2021
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 製品カタログの適正テスト

 機能一覧対応表の②製品説明欄には、
製品カタログに記載している機能が、ど
の項目に該当するかを第三者(認証要
員)は無論のこと、自身によってもわかり
やすく明示しなければならないと判断。

製品カタログに記載している機能に番号
付けを行い、機能一覧対応表の製品説
明欄にその番号を記入するようにした。

 第三者(認証要員)は、製品カタログの
機能が機能一覧対応表のどこに示され
ているかを誤解なく容易に理解すること
ができるものと考えられる。

実施概要： PSQ認証を通じて確認できること

製品カタログ

ソフトウェア品質シンポジウム2021
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 試験文書類（エビデンス）テスト

評価されること

機能をどの時点で、どのようなテストを実施し、その結果として問題がないことを確
認したことが明記されているエビデンス名を提示。

対策及び効果

ISO品質マネジメントに準じた文書管理がなされていることを再確認。

実施概要： PSQ認証を通じて確認できること

ソフトウェア品質シンポジウム2021
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実施概要：品質特性に基づくテストへの取組

 品質特性から見たテストの現状

現在実施している品質特性に基づくテストにおいて、「機能適合性」が圧倒的に
多く、次いで、「使用性」、「保守性」についてテストを実施したことが理解できる。

製品 項目数 機能適合性 保守性 セキュリティ 性能効率性 使用性

製品A 133 74 20 1 1 37

製品B 413 245 25 1 1 141

合計 546 319 45 2 2 178

割合 - 58.4% 8.2% 0.4% 0.4% 32.6%

確認すべきテスト観点が少ないこと

から、全ての品質特性を網羅
するようにテストの標準化、偏
らないテストに改善しなければなら
ない。

ソフトウェア品質シンポジウム2021
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実施概要：品質特性に基づくテストへの取組み

 評価指標

 各文書類の評価指標は下表の通り。

 試験文書類で使用している試験計画、チェックリストに品質特性を紐づけた観
点でテスト項目を追加する改善を検討

文書 評価指標 検証内容

製品説明 記載事項に関する評価／記載
内容に関する評価

・記載事項が、利用者文書類に記載されていること
・記載内容が、利用者文書類と一致していること

利用者文書類 記載事項に関する評価／記載
内容に関する評価

・製品説明の記載事項について漏れなく記載されて
いること
・製品説明の記載内容と一致していること

試験文書類 ・試験文書類全体に適用され
る評価
・試験計画書／試験説明／試
験結果に関する評価

・製品バージョン毎に試験文書類が管理されている
こと
・試験結果に関する評価が全てOKになっていること

品質特性を紐づけたテスト観
点、項目を追加増やしてゆく
品質特性を紐づけたテスト観
点、項目を追加増やしてゆく

ソフトウェア品質シンポジウム2021
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 PSQ認証取得がもたらす効果

実施効果： PSQ認証制度の効果

◆社会的価値

◆社内での効用

◆利用者への効果

◆テスト体制強化

◆テスト担当者の育成効果

◆文書管理の強化

◆製品ヘルプの共通化（標準化）

◆利用者や市場への品質に関する説明力強化

◆国際市場における日本製品の正当な品質評価

ソフトウェア品質シンポジウム2021
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実施効果：

 PSQ認証取得を通じて得た新たな課題

現在

• PSQ認証テストを実施し、今まで自社で行ってきたテ
ストについて品質特性で確認することを紐づけ、その
他にテストすべき品質特性はないか、テストに漏れは
ないかを検証。

課題、改善点

• テスト項目について品質特性で分類することで、現在、
「機能適合性」が主体となっているテスト状況について、
テストの標準化、偏らないテストへと改善。
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今後の展開

 展開

• PSQ認証により、利用者目線で品質特性の指標を持
ち、テストにアプローチ。

• 結果として得られる品質特性の知見から、開発の早
期から、テスト計画の見直しや適正なテスト量などを
アドバイス。

• 品質特性を勘案したテストを行うことで、テスト工期
短縮、製品の購入時における問合せやマニュアルの
記載漏れ、記載不足に関する問合せを削減。

ソフトウェア品質シンポジウム2021
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今後の展開

 PSQ認証制度への期待

◆今後もPSQ認
証を取得すること
を計画

◆PSQ認証制度、並びに、品質特性に基
づく試験体系がソフトウェア業界に広く浸
透することで、利用者にとって、より安心で
使い易いソフトウェアの開発、体制が構築
されていくものと期待。

ソフトウェア品質シンポジウム2021



ご清聴ありがとうございました。
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